
No. １-①-①

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標 単位：人／日

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値 119,158 124,188 129,219 134,249 139,279 144,309 149,340 154,370 159,400

実績値 119,158 132,372

目標達成度 74.8% 83.0%

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策1 事業1～３ 78頁 施策1 事業1～３ 78頁

施策２ 事業４～６ 80頁 施策２ 事業４～６ 80頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

－

○順次、ニーズに合わせた鉄道と
二次交通の接続性の向上を進めま
す。
◆地域公共交通ネットワークの再
編に合わせて駅間における接続性
向上の検討を行います。
◆モビリティハブの整備について、
市民協働等の手法を用いて検討を
進めます。

○順次、ニーズに合わせた鉄道と
二次交通の接続性の向上を進めま
す。
◆地域公共交通ネットワークの再
編に合わせて駅間における接続性
向上の検討を行います。
◆モビリティハブの整備について、
市民協働等の手法を用いて検討を
進めます。

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

計画①
（Plan）

１市内各所から市中心部へのアクセスを効率的・効果的に確保する

①鉄道・路線バス・コミュニティバス等の連携・役割分担により中心部への移動を確保する

①市中心部に接続する公共交通（鉄道・路線バス・コミュニティバス）の１日当たりの利用者数

　鉄道、路線バス、コミュニティバスの重複解消等による公共交通ネットワークの効率化と、これらの交通モードの接続性
の向上により、効果的に市の中心部への移動を確保します。

◆地域公共交通ネットワーク再編
計画の策定作業を次のとおり進め
ます。
・地域公共交通ネットワーク再編方
針の決定
・再編対象路線の選定
・再編対象地域の課題設定
・バス路線再編案の検討
・新たな移動手段の導入可能性の
検討

令和6年度

◆地域公共交通ネットワーク再編
計画の策定作業を次のとおり進め
ます。
・再編対象地域での意見交換
・再編案の決定
・再編案の安全性確認
・地区内移動手段の在り方検討

令和5年度令和4年度

－

計画②
（Plan）

－



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比
達成度

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度
令和１１年度
目標値

119,160 132,378 0 0 0 0 0 0 159,400

－ 111.1% －

74.8% 83.0% －

69,727 75,924 90,000

－ 108.9% －

77.5% 84.4% －

23,864 28,108 35,000

－ 117.8% －

68.2% 80.3% －

21,120 23,410 29,000

－ 110.8% －

72.8% 80.7% －

4,447 4,930 5,400

－ 110.9% －

82.4% 91.3% －

７　参考指標

　　なし

８　備考

合計値

府中駅

府中本町駅

路線バス

ちゅうバス

Ｂ又はＣの場合の方向性

該当なし

計画変更の必要性

Ａ

Ａ　現状のまま継続新型コロナウイルス感染症の5類感染
症移行に伴い、各種公共交通の利用者
数が想定よりも回復傾向にあることか
ら、目標値に向けて順調に推移してい
ると考えられる。

評価

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

令和４年度 132,372 83.0%



No. １-②-②

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標 単位：人／日

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値 23,976 27,500 31,000 34,500 38,000

実績値 23,976 23,071

目標達成度
（Ｒ７比）

63.1% 60.7%

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策３ 事業７～９ 81頁 施策３ 事業７～９ 81頁

施策４・５・８ 事業10・11・17 82・８４・85頁 施策４・５・８ 事業10・11・17 82・８４・85頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

計画②
（Plan）

－

○市中心部への移動に関し、タク
シーの更なる活用を検討をします。
◆市中心部における多様な輸送資
源、市民協働、デジタル技術などの
新たな移動手段の活用を含めた地
区内交通手段の在り方を検討しま
す。

○市中心部への移動に関し、タク
シーの更なる活用を検討をします。
◆市中心部における多様な輸送資
源、市民協働、デジタル技術などの
新たな移動手段の活用を含めた地
区内交通手段の在り方を検討しま
す。

－

－

第7次府中市総合計画後期基本計画における目標値

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

１市内各所から市中心部へのアクセスを効率的・効果的に確保する

②中心部での移動のしやすさ、回遊性の向上を図る

②けやき並木通りの休日の歩行者交通量

　公共交通におけるバリアフリー環境の整備のほか、デジタル技術を用いた交通サービスや需要に応じた移動手段を検
討し、誰もが中心部まで移動しやすい公共交通を目指すほか、市中心部においては、移動が円滑化されたウォーカブルな
まちづくりとシェアリングサービス等の活用により、回遊性の向上を図ります。

計画①
（Plan）

－

○各社の計画に沿ったバリアフ
リー環境の整備を行います。
◆移動等円滑化促進方針・バリアフ
リー基本構想の策定に向けて、アン
ケート調査や地域懇談会等を実施
し、市内のバリアフリー課題の把握
等を行います。

○各社の計画に沿ったバリアフ
リー環境の整備を行います。
○コミュニティバスの更新に合わせ
て、バリアフリー整備ガイドライン
（国土交通省）に準拠したグレード
アップを行います。
◆移動等円滑化促進方針・バリアフ
リー基本構想を策定します。

－



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
令和７年度
達成度

令和８年度 令和９年度 令和１０年度
令和１１年度
目標値

23,976 23,071

－ 96.2%

７　参考指標

実績値
前年対比

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
令和７年度
達成度

令和８年度 令和９年度 令和１０年度
令和１１年度
目標値

※令和4年度時点では調査未実施

８　備考

平日歩行者交通量

該当なし

評価 計画変更の必要性

令和４年度 23,071 60.7%
前年度から微減となっているが、本計
画の施策は未実施であることから、現
時点では評価なし。

A

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性

休日歩行者交通量



No. 2-①-③

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標

数値目標 令和元年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値 79.6% 79.7% 79.7% 79.8% 79.8% 79.9% 79.9% 80.0% －

実績値 79.6% 78.1%

目標達成度 99.5% 97.6%

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策１・５・７・８ 事業3・1１・１６・１７ 78・85頁 施策１・５・７・８ 事業3・1１・１６・１７ 78・85頁

施策7 事業1５ 84頁 施策7 事業1５ 84頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

－

計画①
（Plan）

－

◆地域公共交通ネットワーク再編
計画において、各地区内における
多様な輸送資源、市民協働、デジタ
ル技術などの新たな移動手段の活
用を含めた地区内交通手段の在り
方を検討します。

◆地域公共交通ネットワーク再編
計画において、各地区内における
多様な輸送資源、市民協働、デジタ
ル技術などの新たな移動手段の活
用を含めた地区内交通手段の在り
方を検討します。

計画②
（Plan）

－

○順次、各地区内における市民、市
内事業者と交通事業者の協働によ
る各種取組を促進します。

○順次、各地区内における市民、市
内事業者と交通事業者の協働によ
る各種取組を促進します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

2地区内における生活・移動をより便利にする

①地区内の交流や経済活動の促進及び移動手段の充実を図る

③65歳以上の市民が週２回以上外出する割合

公共交通ネットワークの再編に合わせて地区内交通手段の在り方を検討し、デジタル技術を活用した新たな移動手段、多
様な輸送資源の活用、市民協働により、地区内における移動の利便性の向上を図ります。



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
令和１０年度
目標値

令和１１年度

79.6% 78.1% 78.2% 78.2% 78.3% 78.3% 78.4% 80.0% －

－ 98.1%

７　参考指標

実績値
前年対比

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
令和１０年度
目標値

令和１１年度

89.3% 87.2%

－ 97.6%

72.8% 72.1%

－ 99.0%

８　備考

Ｂ又はＣの場合の方向性

該当なし

97.6%

基準値である令和元年度の実績値から
は、微減となっているが、基準値が新
型コロナウイルス感染拡大前のため、コ
ロナ前と同程度まで回復している。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

評価 計画変更の必要性

令和４年度 78.1%

全体

前期高齢者

後期高齢者



No. 2-②-④

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値⑴ 3.2% － － － 国勢調査 － － － 基準値以下

実績値⑴ 3.2% － － － 国勢調査 － － － 基準値以下

計画値⑵ 16.7% － － － 国勢調査 － － － 基準値以下

実績値⑵ 16.7% － － － 国勢調査 － － － 基準値以下

目標達成度 － － － － － － － － －

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策１・５・７・８ 事業3・1１・１６・１７ 78・85頁 施策１・５・７・８ 事業3・1１・１６・１７ 78・85頁

施策7 事業1５ 84頁 施策7 事業1５ 84頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

－

計画①
（Plan）

－

◆地域公共交通ネットワーク再編
計画において、公共交通空白地
域・不便地域における多様な輸送
資源、市民協働、デジタル技術など
の新たな移動手段の活用を含めた
区内交通手段の在り方を検討しま
す。

◆地域公共交通ネットワーク再編
計画において、公共交通空白地
域・不便地域における多様な輸送
資源、市民協働、デジタル技術など
の新たな移動手段の活用を含めた
区内交通手段の在り方を検討しま
す。

計画②
（Plan）

－

○順次、各地区内における市民、
市内事業者と交通事業者の協働に
よる各種取組を促進します。

○順次、各地区内における市民、
市内事業者と交通事業者の協働に
よる各種取組を促進します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

2地区内における生活・移動をより便利にする

②公共交通が不便なエリアにおける最適な移動手段を検討する

④公共交通空白地域・不便地域の人口割合

公共交通ネットワークの再編に合わせて地区内交通手段の在り方を検討し、デジタル技術を活用した新たな移動手段、
多様な輸送資源の活用、市民協働により、公共交通空白地域・不便地域での最適な移動手段を検討します。



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細
実績値
前年対比

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度
令和１１年度
目標値

実績値⑴ 3.2% －

実績値⑵ 16.7% －

７　参考指標

　　なし

８　備考

該当なし

評価 計画変更の必要性

令和４年度 － －
令和７年度国勢調査の結果を踏まえて
令和８年度に評価

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性



No. 3-①-⑤

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標 単位：人／日

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値 276,097 284,897 293,698 302,498 311,299 320,099 328,899 337,700 346,500

実績値 276,097 296,832

目標達成度
（Ｒ11比）

79.7% 85.7%

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策２ 事業4・5・6 ８０頁 施策２ 事業4・5・6 ８０頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

－

計画①
（Plan）

－

○順次、駅における複数交通モー
ドの接続性の向上が図られるよう
調整します。
○路線を乗り継ぐ際に異なる駅間
での移動が必要な地域における接
続性の向上を検討します。
○人が集まるスポットでのモビリ
ティハブ整備を検討します。

○駅における複数交通モードの接
続性の向上が図られるよう調整し
ます。
○路線を乗り継ぐ際に異なる駅間
での移動が必要な地域における接
続性の向上を検討します。
○人が集まるスポットでのモビリ
ティハブ整備を検討します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

３地区間や市内外への移動の利便性を維持・向上する

①交通結節点での各モード間の連携・接続を図る

⑤中心部以外の各駅の鉄道利用者数

鉄道駅において二次交通との接続性を向上させるほか、隣接する駅間の移動方法や、地区内のモビリティハブ整備を検
討し、交通モードの連携・接続を図ります。



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度
令和１１年度
目標値

276,097 296,832

－ 108%

64,850 70,012

－ 108%

74,388 80,296

－ 108%

21,536 23,040

－ 107%

11,057 11,939

－ 108%

20,000 21,169

－ 106%

17,490 19,309

－ 110%

693 1,794

－ 259%

10,284 11,589

－ 113%

5,410 6,038

－ 112%

2,518 2,773

－ 110%

6,159 6,587

－ 107%

17,150 18,184

－ 106%

24,562 24,102

－ 98%

７　参考指標

　　なし

８　備考

各駅
利用者数
合計

該当なし

評価 計画変更の必要性

令和４年度 296,832 85.7%
新型コロナウイルス流行状況の改善に
伴い鉄道利用者は回復傾向にある。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性

ＪＲ
分倍河原

京王
分倍河原

中河原

多磨霊園

武蔵野台

是政

西府

北府中

東府中

競馬場正門
前

多磨

白糸台

競艇場前



No. 3-②-⑥

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標 単位：便／日

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値（北側） － 799 799 799 799 799 799 799 799

実績値（北側） － 799 801

目標達成度
北側・Ｒ11比

－ 100.0% 100.3%

計画値（南側） － 77 78.1 79.3 80.4 81.6 82.7 83.9 85

実績値（南側） － 77 88

目標達成度
南側・Ｒ11比

－ 90.6% 103.5%

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策1・6 事業2・13 78・83頁 施策1・6 事業2・13 78・83頁

施策5・7 事業11・16 82・84頁 施策5・7 事業11・16 82・84頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

３地区間や市内外への移動の利便性を維持・向上する

②隣接市との連携による市外への買物等の利便性向上を図る

⑥隣接市の鉄道駅への日中の公共交通（路線バス・コミュニティバス・新たな移動手段）の接続便数

バスネットワークの再編と合わせて、隣接市への接続を検討するとともに、隣接市が日常生活圏域に当たる地域において
は、多様な輸送資源の活用や市民協働などにより、市外への買物等の利便性向上を図ります。

計画①
（Plan）

－

◆バスネットワークの効率化に向け
て、地域公共交通ネットワークを再
編します。
◆再編にあたって、隣接市とのバス
交通等における連携を協議します。

◆バスネットワークの効率化に向け
て、地域公共交通ネットワークを再
編します。
◆再編にあたって、隣接市とのバス
交通等における連携を協議します。

計画②
（Plan）

－

◆多様な輸送資源を活用した新た
な移動手段を検討します。
◆ボランティア輸送など市民協働
の視点を取り入れた移動手段を検
討します。

◆多様な輸送資源を活用した新た
な移動手段を検討します。
◆ボランティア輸送など市民協働
の視点を取り入れた移動手段を検
討します。

－

－

－



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

88 103.5%

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

令和１１年度
目標値

－ 799 801

－ － 100%

－ 77 88

－ － 114%

７　参考指標

　　なし

８　備考

評価 計画変更の必要性

実績値（北側）

実績値（南側）

該当なし

801 100.3%

令和５年度

府中～国分寺駅南口、府中駅～武蔵小
金井駅南口、多磨駅～飛田給駅北口、
日新町二丁目～聖蹟桜ヶ丘駅間の増
便により前年度から増加。現時点では
目標便数を達成している。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性



No. 3-③-⑦

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標 単位：便／日

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値 － 502 509.1 516.3 523.4 530.6 537.7 544.9 552

実績値 － 502 502

目標達成度
Ｒ11比

－ 90.9% 90.9%

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策2・6・1 事業4・12・2 78・80・83頁 施策2・6・1 事業4・12・2 78・80・83頁

施策6・5・7 事業14・11・15 83・82・84頁 施策6・5・7 事業14・11・15 83・82・84頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

３地区間や市内外への移動の利便性を維持・向上する

③市内の主要拠点へのアクセス性向上を図る

⑦市内の主要拠点（駅を除く）への日中の公共交通（路線バス・コミュニティバス・新たな移動手段）の接続便数

バスネットワークの再編と合わせて、主要拠点への接続を効果的に確保するとともに、拠点・道路の整備や観光施策と連
動し、拠点周辺における多様な輸送資源の活用や市民協働により、主要拠点へのアクセス性向上を図ります。

計画①
（Plan）

－

◆バスネットワークの効率化に向けて、
地域公共交通ネットワークを再編しま
す。
○路線を乗り継ぐ際に異なる駅間での
移動が必要な地域における接続性の
向上を検討します。
○三鷹・立川間の複々線化、多摩都市
モノレールの延伸について、関係機関
に要請します。

◆バスネットワークの効率化に向けて、
地域公共交通ネットワークを再編しま
す。
○路線を乗り継ぐ際に異なる駅間での
移動が必要な地域における接続性の
向上を検討します。
○三鷹・立川間の複々線化、多摩都市
モノレールの延伸について、関係機関
に要請します。

計画②
（Plan）

－

○まちづくりの動向、都市計画道
路等の整備、観光施策の展開など
移動需要の変化を踏まえた交通
ネットワークを検討します。
◆多様な輸送資源を活用した新た
な移動手段を検討します。
○市民、市内事業者と交通事業者
の協働による取組を促進します。

○まちづくりの動向、都市計画道
路等の整備、観光施策の展開など
移動需要の変化を踏まえた交通
ネットワークを検討します。
◆多様な輸送資源を活用した新た
な移動手段を検討します。
○市民、市内事業者と交通事業者
の協働による取組を促進します。

－

－

－



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

令和１１年度
目標値

－ 502 502

－ － 100%

７　参考指標

　　なし

８　備考

評価 計画変更の必要性

実績値（北側）

該当なし

502 90.9%令和５年度

西府駅～多摩総合医療センター間の減
便及び永山駅～多摩総合医療センター
間の新設（実証運行）を差し引き前年
度からは増減なし。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性



No. 4-①-⑧

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値 66.6% 67.5% 68.3% 69.2% 70% － － － 総合計画目標値

実績値 66.6% 70.7%

目標達成度
Ｒ11比

－ －

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策8・4
事業10・17・18・

19
82・85頁 施策8・4

事業10・17・18・
19

82・85頁

施策5・7 事業11・16 82・84頁 施策5・7 事業11・16 82・84頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

令和4年度 令和5年度

計画①
（Plan）

－

○新たな制度の動向を踏まえ、タク
シーの更なる活用を検討します。
◆ＭａａＳ、自動運転、デマンド交通等
について調査研究を進めます。
○デジタル技術を活用し、公共交通に
関する情報を多様な利用者にわかりや
すく発信します。
○公共交通に関する情報のオープン
データ化を促進します。

－

令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

４年齢やライフステージ、身体状況等によらず、市民が必要な移動ができるようにする

①あらゆる市民への最適な交通サービスを提供する

⑧公共交通が利用しやすいと感じている市民の割合

ＭａａＳ等の新たな技術の活用による移動手段の最適化やタクシーの新たな制度の活用による需要に応じた移動や、地区
内での多様な輸送資源の活用、市民協働により、あらゆる市民へ最適な交通サービスを提供できるようにします。

○新たな制度の動向を踏まえ、タク
シーの更なる活用を検討します。
◆ＭａａＳ、自動運転、デマンド交通等
について調査研究を進めます。
○デジタル技術を活用し、公共交通に
関する情報を多様な利用者にわかりや
すく発信します。
○公共交通に関する情報のオープン
データ化を促進します。

計画②
（Plan）

－

◆多様な輸送資源を活用した新た
な移動手段を検討します。
◆ボランティア輸送など市民協働
の視点を取り入れた移動手段を検
討します。

◆多様な輸送資源を活用した新た
な移動手段を検討します。
◆ボランティア輸送など市民協働
の視点を取り入れた移動手段を検
討します。

－

－



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

令和１１年度
目標値

66.6% 70.7%

－ 106%

７　参考指標

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

67.0% 72.4% － － － － － － －

－ 108% － － － － － － －

65.8% 67.4%

－ 102%

８　備考

６４歳以下

６５歳以上

該当なし

評価 計画変更の必要性

令和４年度 70.7% －
新型コロナウイルス流行状況の改善に
よる外出機会の増加や各事業者の施
策により数値は上昇傾向にある。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性

実績値



No. 4-②-⑨

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値 － － － － － － － － １施設１往復以上

実績値 － 0

目標達成度
Ｒ11比

－ －

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策3 事業7・8・9 81頁 施策3 事業7・8・9 81頁

施策6 事業１２・１４ 83頁 施策6 事業１２・１４ 83頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

－

計画①
（Plan）

－

○各社の計画に沿って順次市内の駅
にバリアフリー設備を設置します。
○交通弱者、子育て世代等が利用しや
すいバス、タクシー車両の導入などの
環境整備を進めます。
◆移動等円滑化促進方針及びバリアフ
リー基本構想を策定します。

○各社の計画に沿って順次市内の駅
にバリアフリー設備を設置します。
○交通弱者、子育て世代等が利用しや
すいバス、タクシー車両の導入などの
環境整備を進めます。
◆移動等円滑化促進方針及びバリアフ
リー基本構想を策定します。

計画②
（Plan）

－

○三鷹・立川間の複々線化、多摩都
市モノレールの延伸について、関係
機関に要請します。
○まちづくりの動向、都市計画道
路等の整備、観光施策の展開など
移動需要の変化を踏まえた交通
ネットワークを検討します。

○三鷹・立川間の複々線化、多摩都
市モノレールの延伸について、関係
機関に要請します。
○まちづくりの動向、都市計画道
路等の整備、観光施策の展開など
移動需要の変化を踏まえた交通
ネットワークを検討します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

４年齢やライフステージ、身体状況等によらず、市民が必要な移動ができるようにする

②まちづくりや福祉分野との連携を図る

⑨新たに整備される施設等への公共交通（路線バス・コミュニティバス・新たな移動手段）の接続便数

府中市都市計画マスタープランに基づくまちづくりとの連携や、移動等円滑化促進協議会等のバリアフリー整備その他の
福祉施策との連携を図ります。



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

令和１１年度
目標値

－ 0

－ －

７　参考指標

　　なし

８　備考

実績値

該当なし

評価 計画変更の必要性

令和４年度 0 －
新たに整備された施設がないため変
動なし

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性



No. 5-①-⑩

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標 単位：施設

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値 1 3 5 5 7 7 9 11 13

実績値 1 3

目標達成度
Ｒ11比

7.7% 23.1%

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策3 事業7・8・9 81頁 施策3 事業7・8・9 81頁

施策９ 事業２１・２３ 86・87頁 施策９ 事業２１・２３ 86・87頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

－

計画①
（Plan）

－

○各社の計画に沿って順次市内の
駅にバリアフリー設備を設置しま
す。
○交通弱者、子育て世代等が利用
しやすいバス、タクシー車両の導入
などの環境整備を進めます。
◆移動等円滑化促進方針及びバリ
アフリー基本構想を策定します。

○各社の計画に沿って順次市内の
駅にバリアフリー設備を設置しま
す。
○交通弱者、子育て世代等が利用
しやすいバス、タクシー車両の導入
などの環境整備を進めます。
◆移動等円滑化促進方針及びバリ
アフリー基本構想を策定します。

計画②
（Plan）

－

○「改良すべき踏切道」を中心とし
て、踏切道の安全対策を推進しま
す。
◆府中市交通安全計画に基づき、
交通ルール、マナーの啓発を行うと
ともに、自転車通行空間や自転車
駐車場の整備を促進します。

○「改良すべき踏切道」を中心とし
て、踏切道の安全対策を推進しま
す。
◆府中市交通安全計画に基づき、
交通ルール、マナーの啓発を行うと
ともに、自転車通行空間や自転車
駐車場の整備を促進します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

５誰もが安心・快適に移動できるようにする

①公共交通におけるバリアフリー化を推進する

⑩鉄道駅におけるバリアフリー設備等の整備数

公共交通や駅周辺等におけるバリアフリー化や、踏切道や自転車利用など環境整備を含むバリアフリー化を推進します。



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

令和１１年度
目標値

1 3

－ 300%

７　参考指標

　　なし

８　備考

実績値

該当なし

評価 計画変更の必要性

令和４年度 3 23.1%
ＪＲ南武線府中本町駅ホームドア整備
（2線）を予定通り整備することができ
た。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性



No. 5-②-⑪

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標 単位：件

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値（累積） 3 3

実績値（累積） 3 4

目標達成度
Ｒ11比

－ －

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策8 事業17・18・19 85頁 施策8 事業17・18・19 85頁

施策９ 事業20・22・23 86・87頁 施策９ 事業20・22・23 86・87頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

－

計画①
（Plan）

－

◆ＭａａＳ、自動運転、デマンド交通等
について調査研究を進めます。
○デジタル技術を活用し、公共交通に
関する情報を多様な利用者にわかりや
すく発信します。
○公共交通に関する情報のオープン
データ化を促進します。

◆ＭａａＳ、自動運転、デマンド交通等
について調査研究を進めます。
○デジタル技術を活用し、公共交通に
関する情報を多様な利用者にわかりや
すく発信します。
○公共交通に関する情報のオープン
データ化を促進します。

計画②
（Plan）

－

○一定の基準を設けた上で、ベンチ等
の待合環境の整備を進めます。
○交差点や横断歩道付近のバス停を
始めとして、バス停留所安全対策を促
進します。
○府中市交通安全計画に基づき、交通
ルール・マナーの啓発、自転車通行空
間や自転車駐車場の整備を促進しま
す。

○一定の基準を設けた上で、ベンチ等
の待合環境の整備を進めます。
○交差点や横断歩道付近のバス停を
始めとして、バス停留所安全対策を促
進します。
○府中市交通安全計画に基づき、交通
ルール・マナーの啓発、自転車通行空
間や自転車駐車場の整備を促進しま
す。

令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

５誰もが安心・快適に移動できるようにする

②安全・安心でわかりやすいく快適な交通環境を提供する

⑪バス待ち環境の改善に資する取組の実施件数

バス、タクシーの待合環境の整備や自転車の安全利用を進めるとともに、デジタル技術を活用して、公共交通利用環境の
安全性・快適性の向上を図ります。



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

令和１１年度
目標値

3 4

－ 133%

７　参考指標

　　なし

８　備考

実績値

該当なし

評価 計画変更の必要性

令和４年度 4 －
令和4年度は、視認しにくい停留所（中
央道府中バス停下）を移設。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性



No. 5-③-⑫

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標 単位：％

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値（累積） 0 13% 26% 38% 51% 63% 76% 88% 100%

実績値（累積） 0 18%

目標達成度
Ｒ11比

0.0% 18.0%

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策8 事業17・18・19 85頁 施策8 事業17・18・19 85頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

５誰もが安心・快適に移動できるようにする

③デジタル技術の活用により、公共交通サービスの利便性の向上を図る

⑫市内公共交通事業者のオープンデータ化取組者割合

各事業者のオープンデータ化の取組や、国や東京都の動向を踏まえた調査研究を進め、デジタル技術を活用した市内公
共交通の利便性向上に資する取組を促進します。

計画①
（Plan）

－

◆ＭａａＳ、自動運転、デマンド交通等
について調査研究を進めます。
○デジタル技術を活用し、公共交通に
関する情報を多様な利用者にわかりや
すく発信します。
○公共交通に関する情報のオープン
データ化を促進します。

◆ＭａａＳ、自動運転、デマンド交通等
について調査研究を進めます。
○デジタル技術を活用し、公共交通に
関する情報を多様な利用者にわかりや
すく発信します。
○公共交通に関する情報のオープン
データ化を促進します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度

－



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細
実績値
前年対比 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

令和１１年度
目標値

0 18%

－ －

７　参考指標

　　なし

８　備考

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性

該当なし

評価 計画変更の必要性

令和４年度 0 18.0%
京王電鉄バス㈱、小田急バス㈱につい
て公共交通オープンデータセンターへ
の公開を確認。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

実績値



No. 6-①-⑬

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標 単位：％

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値（累積） 45.1% 47.0% 48.8% 50.7% 52.6% 54.4% 56.3% 58.1% 1

実績値（累積） 47.1% 50.0%

目標達成度
Ｒ11比

78.5% 83.3%

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策１ 事業１・２・３ 施策１ 事業１・２・３

施策７ 事業１６ 施策７ 事業１６

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

－

計画①
（Plan）

－

◆地域公共交通ネットワーク再編計画
の策定作業を次のとおり進めます。
・地域公共交通ネットワーク再編方針
の決定
・再編対象路線の選定
・再編対象地域の課題設定
・バス路線再編案の検討
・新たな移動手段の導入可能性の検討

◆地域公共交通ネットワーク再編計画
の策定作業を次のとおり進めます。
・地域公共交通ネットワーク再編方針
の決定
・再編対象路線の選定
・再編対象地域の課題設定
・バス路線再編案の検討
・新たな移動手段の導入可能性の検討

計画②
（Plan）

－

◆ボランティア輸送など市民協働
の視点を取り入れた移動手段を検
討します。

◆ボランティア輸送など市民協働
の視点を取り入れた移動手段を検
討します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

６交通サービスを将来にわたり提供できるようにする

①財政負担とサービス充実の両立を図る

⑬コミュニティバスの収支率

公共交通ネットワークの再編に伴うコミュニティバスの効率化のほか、市民協働による手法の検討など、財政負担の低減
とサービス充実の両立を図ります。



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細
実績値
前年対比 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

令和１１年度
目標値

0 50%

－ 106%

７　参考指標

　　なし

８　備考

実績値

評価 計画変更の必要性

令和４年度 1 83.3%
新型コロナウイルス感染症の5類感染
症移行に伴い、利用者が回復傾向にあ
る。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性

該当なし



No. 6-②-⑭

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

２　数値目標 単位：件

数値目標 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

計画値（累積） － 1

実績値（累積） － 1

目標達成度
Ｒ11比

－ －

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策8 事業17・18・19 85頁 施策8 事業17・18・19 85頁

施策１０ 事業２４ ８８頁 施策７ 事業２４ ８８頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

－

計画①
（Plan）

－

◆ＭａａＳ、自動運転、デマンド交通等
について調査研究を進めます。
○デジタル技術を活用し、公共交通に
関する情報を多様な利用者にわかりや
すく発信します。
○公共交通に関する情報のオープン
データ化を促進します。

◆ＭａａＳ、自動運転、デマンド交通等
について調査研究を進めます。
○デジタル技術を活用し、公共交通に
関する情報を多様な利用者にわかりや
すく発信します。
○公共交通に関する情報のオープン
データ化を促進します。

計画②
（Plan）

－

◆府中市地域公共交通協議会など
を活用して、事業進捗等に関する
情報共有、協議、調整、支援策の検
討を行います。

◆府中市地域公共交通協議会など
を活用して、事業進捗等に関する
情報共有、協議、調整、支援策の検
討を行います。

令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

６交通サービスを将来にわたり提供できるようにする

②厳しい経営状況に置かれている地域公共交通の中長期的なサービス維持を図る

⑭公共交通事業者への各種支援件数

MaaSや自動運転技術など、デジタル技術活用の調査研究を進めるほか、市と公共交通関係者で継続的な情報共有を行
い、市内でのサービス維持のための取組を進めます。



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

令和１１年度
目標値

－ 1

－ －

７　参考指標

　　なし

８　備考

実績値

評価 計画変更の必要性

令和４年度 1 －
令和４年度は、バス事業者、法人・個人
タクシー事業者に原油価格・物価高騰
臨時対策事業補助金を交付。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

Ｂ　今期計画の見直しを検討

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性

該当なし



No. 6-③-⑮

１　計画目標・行動目標・評価指標

計画目標

行動目標

評価指標

※把握できる実績は3年前のもの

２　数値目標  単位：TJ（テラジュール）

数値目標 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和１2年度

計画値（累積） 2,428 2,354 2,279 2,205 2,131 2,056 1,982 1,907 1,833

実績値（累積） 2,428 2,237

目標達成度
Ｒ11比

75.5% 81.9%

３　目標達成の方向性

４　短期のＰＤＣＡサイクル（事業の実績・評価・予定） ○通常事業　◆重点事業　□関連事業

年度

施策１１ 事業２５・２６・２７ ８９頁 施策１１ 事業２５・２６・２７ ８９頁

施策１２ 事業２８・２９・３０ ９０頁 施策１２ 事業２８・２９・３０ ９０頁

実行
（Do）

評価
（Check）

改善点・今後の
方向性など
（Act）

－

－

－

○市内公共交通の利便性や公共交通
サービスの利用方法を周知すること
で、利用促進を図ります。
○各種イベントへの参加や乗車案内の
作成など、コミュニティバスの利用促
進事業を実施します。
○サイクルトレインの活用などにより、
自家用車に依存しない移動を促進しま
す。

計画②
（Plan）

－

○鉄道各社において脱炭素化に資
する取組を推進・検討し、市は支援
を検討します。
○バス・タクシー各社において脱炭
素化に資する取組を推進・検討し、
市は支援を検討します。
◆第3次府中市環境基本計画に基
づく取組を進めます。

○鉄道各社において脱炭素化に資
する取組を推進・検討し、市は支援
を検討します。
○バス・タクシー各社において脱炭
素化に資する取組を推進・検討し、
市は支援を検討します。
◆第3次府中市環境基本計画に基
づく取組を進めます。

計画①
（Plan）

－

○市内公共交通の利便性や公共交通
サービスの利用方法を周知すること
で、利用促進を図ります。
○各種イベントへの参加や乗車案内の
作成など、コミュニティバスの利用促
進事業を実施します。
○サイクルトレインの活用などにより、
自家用車に依存しない移動を促進しま
す。

令和6年度

令和5年度　府中市地域公共交通計画　進捗管理表（案）

６交通サービスを将来にわたり提供できるようにする

③脱炭素社会の実現に寄与する公共交通サービスの展開、市民の意識啓発を図る

⑮市内のエネルギー消費量（運輸部門）

市民に公共交通を利用してもらう取組を進めるとともに、公共交通の脱炭素化を促進し、脱炭素社会の実現に寄与しま
す。

令和4年度 令和5年度



５　長期のＰＤＣＡサイクル（計画変更の必要性）

評価年度 実績値 目標の達成度

６　数値目標実績値の詳細

実績値
前年対比 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

令和１2年度
目標値

2,428 2,237

－ 92%

７　参考指標 単位：上段1000t-CO2／下段TJ

数値目標
前年度比

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和１2年度

1,030 1,010

－ 98% 0% － － － － － －

10,690 10,613

－ 99% 0% － － － － － －

８　備考

Ｃ　現状のまま継続し次期計画への反
映を検討

Ｂ又はＣの場合の方向性

該当なし

評価 計画変更の必要性

令和2年度 2,237 81.9%
調査期間の性質上、施策事業の結果と
して評価できないが、数値としては順
調に減少している。

Ａ

Ａ　現状のまま継続

市内の温室効
果ガス排出量

市内のエネル
ギー消費量

実績値

Ｂ　今期計画の見直しを検討


